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学校法人 八洲学園 
  



 

１．法人の概要 

（１）学園のミッション 

 

八洲学園では2つのミッション ステートメントを掲げております。 

 

 

（２）学校法人の沿革 

1948年 奈良県においてヤシマ裁縫学院として奈良県知事の認可により創立。 

1951年 私立学校法施行により、学校法人八洲学園を設立。ヤシマ文化学園並びに天理経理学校を併設する。 

1952年 大阪市東区（現中央区）において大阪経理専修学校を設立。 

1954年 大阪経理専修学校を玉造経理専門学校と改称。 

1966年 玉造経理専門学校の発展に伴い通学の便をはかり、阪和線堺市鳳地区に鳳経理専門学校を設立。 

1969年 大阪市天王寺区に玉造タイピスト学校を設立。 

1976年 玉造経理専門学校、鳳経理専門学校、天理経理専門学校、ヤシマ文化学園が専修学校認可を受ける。 

1977年 鳳経理専門学校高等課程が技能連携指定校(文部大臣認可)とし卒業生に高校卒業資格が与えられる。 

1978年 鳳経理専門学校専門課程は産業能率短期大学との提携により通信制を併学し、短大卒業資格を得る。 

1979年 鳳経理専門学校高等課程を分離し、鳳経理高等専修学校の設立認可をうける。 

1985年 鳳経理高等専修学校の卒業者に、文部大臣より大学入学資格が与えられる。 

1986年 玉造経理専門学校新校舎完成。鳳経理専門学校とともに校名を、ヤシマ情報経理専門学校と改称。 

1992年 ヤシマ情報経理専門学校鳳校を廃校し、八洲学園高等学校の設立認可をうける。 

1994年 ヤシマ情報経理専門学校に高等課程を設置 

1995年 ヤシマ総合ビジネス専門学校(旧玉造タイピスト学校)をパソコンワープロカレッジ専門学校と改称。 

1997年 八洲学園高等学校広域の認可を受け、東京本部（新宿区）を設置。 

1998年 鳳商業高等専修学校を八洲学園高等専修学校と改称。 

1998年 八洲学園高等学校梅田、渋谷、池袋会場を開設。 

1999年 八洲学園高等学校上野、横浜、三ノ宮、京都、奈良会場開設。 

2000年 八洲学園国際高等学校（沖縄）を設置。 

2000年 八洲学園高等学校東京本部２号館完成。 

2001年 パソコンワープロカレッジ専門学校内に学園本部を設置。 

2002年 パソコンワープロカレッジ専門学校とヤシマ情報経理専門学校統合、西日本柔道整復専門学校設置。 

2004年 八洲学園大学開学。 

2006年 八洲学園国際高等学校を八洲学園大学国際高等学校に改称。 

2017年 ESA音楽学院専門学校を設置。 

2017年 福岡県那珂川町立福岡女子商業高等学校の移管を受け、福岡女子商業高等学校として設置。 

 



（３）設置する学校（令和4年 3月 31日現在） 

設置学校名 学（校）長名 学校所在地 学校設置認可年月日 男女校種別 

八洲学園大学 水戸部 優子 神奈川県横浜市西区桜木町7-42 平成15年 11月 27日 男女 

八洲学園高等学校 林 周剛 大阪府堺市西区鳳中町7-225-3 平成04年 03月 31日 男女 

八洲学園大学国際高等学校 中村 成希 沖縄県国頭郡本部町備瀬1249 平成12年 03月 31日 男女 

八洲学園高等専修学校 谷口 充 大阪府堺市西区鳳中町4-132 昭和54年 04月 01日 男女 

ESA音楽学院専門学校 森上 芳郎 大阪府大阪市天王寺区玉造元町2-6 平成29年 01月 13日 男女 

福岡女子商業高等学校 柴山 翔太 福岡県那珂川市片縄北1-4-1 平成29年 03月 09日 女 

 

 

（４）学部・学科・学生等の状況（令和3年5月 1日現在） 

 ※大学は正科生のみで科目等履修生は含まない。 

学校名 学部・学科等名 
入学定員 

（人） 

入学者数 

（人） 

収容定員 

（人） 

在籍者数 

（人） 

収容率 

（％） 

八洲学園大学 

 

生涯学習学部 

生涯学習学科 

 

入学定員  800 

編入学定員400 

※ 

463 

 

4000 

 

2224 

 

55.6 

八洲学園高等学校 
通信制課程 

（広域）普通科 
－ 522 3000 1677 55.9 

八洲学園大学国際高等学校 
通信制課程 

（広域）普通科） 
－ 380 5000 1326 26.5 

八洲学園高等専修学校 
経理高等課程 

商業科 
40 21 120 63 52.5 

ESA音楽学院専門学校 

文化教養課程 

吹奏楽学科 

吹奏楽実務学科 

 

40 

40 

 

25 

1 

 

80 

40 

 

47 

1 

 

58.8 

2.5 

福岡女子商業高等学校 
全日制課程 

商業科 
240 129 720 315 43.8 

 

 

 

 



（５）役員の概要（令和4年3月 31日現在） 

定員数 理事5～7名 実数5名 ・ 監事2～3名 実数2名 4年任期 

役員名 
職名 

担当職名 
氏名 

常勤 

非常勤 

就任年月日 

（重任年月日） 
選任区分 主な現職等 

理事 理事長 和田 公人 常勤 
平成9年5月29日 

(令和3年6月14日) 
2号 

理事長 

(学)令徳学園理事長 

理事  林 周剛 常勤 
平成27年 4月1月 

 
1号 校長 

理事 事業理事 小森 嘉之 非常勤 
平成14年 9月30日 

(令和3年6月14日) 
2号 会社役員 

理事  吉原 和仁 非常勤 
平成15年 5月29日 

(令和3年6月14日) 
2号 会社役員 

理事  和田 みゆき 非常勤 
平成21年 6月14日 

(令和3年6月14日) 
3号 

会社役員 

(学)令徳学園理事 

監事  加藤 卓 非常勤 
平成25年 6月14日 

(令和3年6月14日) 
 税理士 

監事  岡 正俊 非常勤 
平成28年 4月1日 

(令和3年6月14日) 
 弁護士 

 

 

（６）評議員の概要（令和4年 3月 31日現在） 

定員数 11～15名 実数12名 4年任期 

氏名 主な現職等 選任区分 備考 

水戸部 優子 八洲学園大学学長 1号  

林 周剛 八洲学園高等学校校長 1号 兼理事 

谷口 充 八洲学園高等専修学校校長 1号  

柴山 翔太 福岡女子商業高等学校校長 1号  

中村 成希 八洲学園大学国際高等学校校長 2号  

石渡 知美 八洲学園職員 3号  

小森 嘉之 会社役員 4号 兼理事 

吉原 和仁 会社役員 4号 兼理事 

和田 みゆき 会社役員 ・ (学)令徳学園理事 4号 兼理事 

和田 公人 理事長 ・ (学)令徳学園理事長 5号 兼理事 

古川 直季 国会議員 5号  

松本 真尚 会社役員 5号  

 

 



（７）教職員の概要（令和3年 5月 1日現在） 

  合計 八洲学園大学 
八洲学園 

高等学校 

八洲学園大学 

国際高等学校 

八洲学園高等 

専修学校 

ESA音楽学院 

専門学校 

福岡女子商業 

高等学校 

教

員 

本

務 
119 21 49 16 5 4 25 

非 

常 

勤 

187 56 95 10 5 16 12 

職

員 

本

務 
25 6 13 2 0 2 1 

兼

務 
26 4 9 7 2 1 0 

 

 

２．事業の概要 

（１）事業の概要 

当学校法人を取り巻く環境は、少子化の進行や経済状況の変化等により、厳しい状況にある。 

このような中、各学校は以下の取り組みを行っている。 

 

【八洲学園大学】 

・チャットボッド、DSP広告といった新たなウェブ広報を取り入れ、学生定員の確保を進めた（令和３年度 

の入学者数は前年度比１３３％）。 

・教室等の換気・消毒、職員の在宅勤務併用や事務局の２班体制など、新型コロナウイルス感染症対策を 

徹底しつつ、学事予定に変更を生じることなく運営した。 

・「スクーリング授業配信ガイドライン」を改訂し、自宅からの授業配信を継続するとともに、配信・録画 

エラーが起きた際の対応を明確化した。 

・入学者の急増に伴い特に国家資格科目の履修者が急増したが、一時手当の支給や副担当教員の臨時配置と 

いった措置により学生の学修機会を確保した。 

・令和３年度秋期から「授業目的公衆送信補償金制度」に加入し、自宅配信でも著作物を活用した授業を 

可能とした。 

・授業の録画・録音・再配布に関する注意喚起をSOBAマナベル等に掲載し、不正利用防止を推進した。 

・「障がい学生支援に関するガイドライン」を策定した。 

・「令和３年度 自己点検評価書」を作成し、大学サイト上で公表した。 

・平成２５～３４年度中長期計画の第２期中間報告を作成し、大学サイトに掲載した。 

・人事関連の審議の客観性を確保するため、総務委員以外の教員も加わる「教員人事準備会」を設置した。 

令和３年度は非常勤講師採用や専任教員昇任人事に関し、計６回開催した。 

・「危機管理マニュアル」を策定した。 

・「情報セキュリティポリシー」を策定した。 

・「八洲学園大学における研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程」を策定した。 

 



・令和２年度末の労働基準監督署からの是正勧告を受け、職員の残業管理方法を見直し、改善報告書を 

提出した。 

・令和３年度から再開した衛生委員会の成果として、「心の健康づくり計画」「健康情報等の取扱規程」を 

策定した。 

 

【八洲学園高等学校】 

・通信制高等学校として、通学型のサポートクラス、通信型の通信クラス、技能連携校、科目履修生、 

中等部の生徒への教育活動 

・教育講演会、体験活動など、教育関係者との情報交換や地域の方との交流の場を設け、社会貢献活動 

 

【八洲学園大学国際高等学校】 

・「高等学校教育を受けられなかった青少年に就学の機会を与えること」を主たる目的とし、沖縄短期集中 

スクーリングを特色とする広域通信制課程による高校学校教育を行った。 

・令和４年度より施行される改正学校教育法施行規則及び改正高等学校通信教育規程、新学習指導要領への 

ソフト・ハード面の対応を実施した。 

・文部科学省「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」および沖縄県の 

マニュアルに準拠して新型コロナウイルス感染症感染予防対策を徹底して安全安心な学校環境を構築し、 

教育活動をおこなった。 

・八洲学園大学との高大連携、およびESA音楽学院専門学校との高専連携事業を実施し、内部進学に結び 

付けた。 

・生徒募集の新たな開拓間口として「トップアスリート育成コース」を設置した。 

 

【八洲学園高等専修学校】 

・発達障害を中心とするライフキャリア教育を更にすすめるとともに生涯学習として、特に青年期は 

生涯学習への移行について文科省の政策をふまえて実践を重ねていく。 

・文科省の生涯学習や権利条約の反映し、更に教育年限の延長とその先の高等教育についても具体的に 

考え他の機関と連携を図っていく 

 

【ESA音楽学院専門学校】 

・吹奏楽を職業にと考える人達の専門学校として、生徒のリペア技術の習得向上、演奏技術の習得向上を 

目指した。 

 

【福岡女子商業高等学校】 

・私学に移管して5年目が終了した。そこで 6 年目となる本年度からは、次のステージへ向けて ICT を 

日常化し、時代に即した商業教育の再構築を図る。 

・全コースにおいて、「起業家のように思考し、起業家のように行動する」起業家教育を推進する。 

・国公立大学を含む４年制大学への進学やこれまで積み上げてきた地元企業の信頼を強みとし、進路に強い 

女子商として地域を支える人材の育成に努める。 

・社会に開かれた学校として地域連携、高大連携など魅力ある教育活動を展開し、入学生の増加を図る。 

 

 

 

 

 

 



（２）主な事業の目的・計画及び進捗状況 

当該年度に実施した事業は以下の通りである。 

 

【八洲学園大学】 

・主な事業の目的・計画及び進捗状況 

①生涯を通して主体的に学びを発信し続ける意欲をもった人材の育成 

事項 概要 進捗状況 

カリキュラム・ポリシ

ーに基づいた体系的

な教育課程の編成 

カリキュラム・ポリシー

を整備し体系的な教育課

程を編成する。 

・令和３年度は計１２科目を新規開講。 

・令和４年１月にカリキュラム・ポリシーの文言を修正（学

習→学修）。 

ディプロマ・ポリシー

に基づいた評価指標

の明確化 

ディプロマ・ポリシーを

整備し評価指標を明確化

する。 

・令和４年度からシラバスに「到達目標」欄を設けることを

決定。掲載率１００％達成を目指し教員への協力を求めた。 

多様な学習支援 eラーニング・システムを

活かした支援や学生支援

センターによるきめ細や

かな支援を実施する。 

・「レポートの書き方ハンドブック［第3版］」令和３年３月

１日発行。 

・「障がい学生支援に関するガイドライン」整備。 

・秋期から「授業目的公衆送信補償金制度」加入。自宅配信

でも著作物を活用した授業が可能となった。 

・「授業の録画・録音・再配布に関する注意喚起」掲載。 

・令和４年度の「高等教育の修学支援制度」に申請に向け準

備中。 

 

②学生が意欲をもつ学びの場の構築 

事項 概要 進捗状況 

アドミッション・ポリ

シーに基づいた学生

の受入れ 

アドミッション・ポリシ

ーを整備し適切に学生を

受け入れる。 

・大学案内を全国の通信制高校や島しょ部に送付。 

・指定校推薦入試制度により３名が入学（指定校推薦入試

開始以降初）。 

・「BrushUP学び」に大卒希望者、学校司書プログラム希望

者ページを新設。 

・大学サイトの「社会教育士」案内充実。 

・大学サイトにチャットボッド導入。 

・入学支援相談センターにてGoogleMeetによるオンライン

個別相談会を開始。 

・BrushUP学びの「高卒で取得できる資格」ページに本学バ

ナーを掲載。 

・1年次入学・編入学者向けDSP広告を実施。 

学生の視点を育成に

反映させる取り組み 

学生の要望を科目の新設

や教授法の開発に反映さ

せる。 

・令和２年度学生アンケートへの取り組みをサイト公開。 

・「初年次セミナー」「生涯学習論１（生涯における学習設

計）」履修生アンケートを実施、教務委員会で共有。 

・令和３年度学生アンケートを実施、結果をサイト上で公

開。 

学生の成長を促す取

り組み 

科目の充実等により学生

の成長を促す。 

・教務委員分担による「初年次セミナー」を開始。 

・令和３年度は計１２科目を新規開講。 

 



 

③時代の要請に応えたeラーニングスタイルの提供 

事項 概要 進捗状況 

eラーニング・システ

ムの機能を生かした

教授法の開発 

学生や教職員の意見等を

反映し e ラーニング・シ

ステムの仕様改善を推進

する。 

・「授業配信ガイドライン」を大幅に改定、自宅からの授業配

信を継続。 

・令和３年３月に SD 研修会を「SOBA マナベル」で開催し、

教員が学生画面を体験。 

・ライブ配信中にオンデマンド収録エラーが発生したことを

知らせるアラートを実装。 

・「SOBA マナベル」附属図書館ページを改善（予約数、出版

年による検索機能を追加。） 

FDの実施 FDを実施しeラーニング

スタイルの教育の能力を

高める。 

・令和２～３年度 FD として日本学術振興会「研究倫理 e ラ

ーニングコース」受講を推奨。中間報告では、専任６名、非

常勤３名が受講。 

・「公開授業（授業参観）」実施。中間報告では、専任１２名、

非常勤２名が参加。 

SDの実施 SDを実施しeラーニング

スタイルの教育や学生支

援の能力を高める。 

・令和３年３月にSD研修会「大学通信教育の現状、そして今

後に向けて」をオンライン開催。アンケート結果等を共有。 

・職員が企業主催のオンラインセミナー（「教育の質保証」）

に参加。今後も可能な範囲で個人の研修も進めていく。 

・令和３年３月に SD 研修会「成人への学習環境提供ー海外

の大学の動向からの示唆ー」をオンライン開催。 

 

④生涯学習社会の実現に向けての研究開発の推進 

事項 概要 進捗状況 

カリキュラムの確認

と再構築 

生涯学習学社会の実現の

ために求められることを

分析しカリキュラムを再

構築する。 

・卒業生アンケートをきっかけとした IT 関連科目を含む、

計１２科目を令和３年度に新規開講。 

・教務委員会で「初年次セミナー」に続く科目を検討中。 

FDの実施 FDを実施し研究開発を推

進する。 

・令和２～３年度 FD として日本学術振興会「研究倫理 e ラ

ーニングコース」受講を推奨。中間報告では、専任６名、非

常勤３名が受講。 

・「公開授業（授業参観）」実施。中間報告では、専任１２名、

非常勤２名が参加。 

研究紀要の発行 八洲学園大学紀要を発行

し公表する。 

・令和３年２月にリカレント研究員の定例研究会実施。 

・令和３年３月『リカレント研究論集』刊行。 

・令和３年４月『八洲論叢』創刊号の投稿募集開始。 

・過去の『紀要』のリポジトリ登録完了。 

・『紀要』第１８号刊行準備中。 

・『リカレント研究論集』第２号刊行準備中。 

 

 

 

 



 

⑤グローバル化に対応した学習の提供 

事項 概要 進捗状況 

多様なインターネッ

ト環境に対応した学

習システムの構築 

現行システムの弱

点を補う新システ

ムを開発する。 

・授業録画ボタン押し忘れ防止として「録画中」表示を実装。 

・従来紙ベースだった申請関連のシステム化完了（証明書申請、異

動申請）。 

公開講座の新設 グローバル化に対

応した公開講座を

新設する。 

・八洲学園大学国際高校との高大連携講座を継続（昨年度の録画）。 

・令和３年度は計４講座を新規開講。 

・令和３年度は２回の「防災士養成講座」を開講。 

科目群の整備 グローバル化に対

応した科目群を整

備する。 

（平成３０年度～外国語教育の科目等を検討。） 

 

⑥キャリア形成や就職・転職支援の実施 

事項 概要 進捗状況 

就職・転職支援の充実 キャリアコーディ

ネート室による支

援を行う。 

・令和２年度のアンケート結果を踏まえた就活セミナーを開催。 

・令和４年２月に神奈川キャリア形成サポートセンターと連携し

たキャリア支援講座を開催。 

科目群の整備 キャリア教育科目

を整備する。 

（平成２９年度～キャリア教育担当の専任教員を採用。） 

公開講座の新設 キャリア形成に役

立つ公開講座を新

設する。 

・令和３年度は計４講座を新規開講。 

・令和３年度は２回の「防災士養成講座」を開講。 

・令和４年度に「ゲートキーパー養成講座」を開講予定。 

・「キャリアコンサルタント養成講座」検討中。 

 

⑦広く社会や地域に貢献 

事項 概要 進捗状況 

神奈川県や横浜市と

の連携 

神奈川県や横浜市

主催イベント等に

参加し地域に貢献

する。 

・令和３年９月「生涯学習フェア」（県立図書館主催）参加。 

・令和４年２月に神奈川キャリア形成サポートセンターと連携し

た就活セミナーを開催。 

各地域での社会貢献 公開講座を e ラー

ニングで提供し社

会に貢献する。 

・令和３年度は計４講座を新規開講。 

・令和３年度は２回の「防災士養成講座」を開講。 

・令和４年度に「ゲートキーパー養成講座」を開講予定。 

・「キャリアコンサルタント養成講座」検討中。 

大学施設・整備の開放 大学施設・整備を一

般に開放し地域に

貢献する。 

・附属図書館一般開放はコロナ感染予防のため引き続き中止。 

・空き教室の時間貸しは夜間の貸出時間をニーズに合った形に変

更。一般企業２社の新入社員集合研修で利用あり。 

・令和３年８月の横浜市長選挙で附属図書館を投票所として貸出。 

・神奈川県LINEコロナお知らせシステムに事業者登録を行い、感

染防止対策取組書を館内掲示。 

 

 

 



 

・施設・設備の整備計画 

令和３年度は、計画通り、連結送水管耐圧試験、空調設備室外機の不具合修繕、及び法令点検に伴うエレベー

タ部品交換工事を行った。また７月の消防点検で指摘された不備に関する修繕を行った。さらに年度後半には、

大幅な収入増となる見込みとなったことを背景に、PCB含有調査、非常用自家発電機の負荷試験、及び２階事務

局及び附属図書館のLED化工事を実施した。その他に、緊急対応として、３階給湯室換気扇交換工事、７階A教

室窓開閉不具合修理、４階男子トイレ入口扉取手交換工事、２階給湯室内電気温水器撤去工事、及び２階空調機

不具合改修工事を実施した。 

令和４年度は、USG（地中線用負荷開閉器）設置工事を計画している。さらに、できれば非常用発電機負荷試

験（原則年１回実施のため）、自動火災報知設備更新工事（万一事故があると近隣にも影響を及ぼすため）、電話

設備刷新のための調査も行いたい。 

 

 

【八洲学園高等学校】 

・主な事業の目的・計画及び進捗状況  

事項 概要 進捗状況 

サポートクラス運営の

定着化 

ホームサポートクラス

の入学者増 

３学年がすべて揃ったサポートクラスの生徒入

学者数を安定的に受け入れ、 

運営内容の充実を図り、運営を定着化させる。 

また、不登校生や支援を要する生徒さんに対す

る、学習サポートをさらに拡充し、ホームサポ

ートクラスの入学者数を増やす。 

令和３年度の実績は会計書類参照 

八洲学園中等部（フリ

ースクール） 

中等部の登録者数を増やす。 

不登校の中学生に対し新たな学び場を提供し、

所属中学校への学習復帰の一助となる。 

令和３年度の在籍者数 ２５１名 

支援を要する生徒さん

への就労支援の充実 
支援を要する生徒さんへの就労支援の充実の

為、校内模擬会社を設立し、生徒さんに入社か

ら就労までの模擬体験を経験してもらう。 

 

 

・施設・設備の整備計画 

事  項 事業規模等 事業費 財  源 実施時期 

堺本校事務 C 青空教

室設置工事 
堺本校事務C敷地内 R3決算書に記載 R3決算書に記載 

令和3年11月～ 

令和4年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【八洲学園大学国際高等学校】 

・主な事業の目的・計画及び進捗状況 

事項 概要 進捗状況 

・次期学習指導要

領への対応 

・教育課程を新学習指導要領に対応させ

るための学則の改正、およびリポート等を

教材刷新する。 

・計画通りに学則の改正、教材の刷新、教育

課程の全面改訂を実施した。 

・八洲学園大学と

の高大連携 

・ESA音楽学院専門

学校との高専連携 

・八洲学園グループ校であることの強み

を生かして、八洲学園大学との高大連携、

ESA 音楽学院専門学校との高専連携によ

り、当校の特色の差別化を図りつつ、グル

ープ校の事業収入増および内部進学者増

に資する。 

・八洲学園大学の公開する高大連携講座受講

および ESA 音楽学院専門学校の定期演奏会観

覧を高校特別活動の一部に認定した。 

・学校情報紙および全生徒へ配る冊子へグル

ー校の紹介・生徒募集記事を掲載した。 

・教育情報システ

ムの更新 

・学校情報システムを令和４年度より移

行の新学習指導要領および通信制課程に

かかる学校教育法例規改正に対応させる。 

・年度内に旧システムからの完全な移行およ

び令和４年度からの新学習指導要領への対応

を完了した。 

・「トップアスリー

ト育成コース」 

生徒募集の新たな開拓先として、「トップ

アスリート育成コース」を設置する。 

・４分野（サッカー、格闘技、陸上、野球）で

の育成の教育提携を締結した。 

 

・施設・設備の整備計画 

事  項 概要 進捗状況 

校舎の錆び止め塗装工事 
定期的に行っている塩害による校舎の劣化を防ぐた

めの校舎錆び止め塗装工事 
今年度は計画なし 

空調機器の更新 
イルカ・ナポレオン・ルリスズメの３教室計６台の取

替工事を計画 
取替工事完了 

 

 

【八洲学園高等専修学校】 

・主な事業の目的・計画及び進捗状況 

事項 概要 進捗状況 

学校関係者評価 生徒職員以外の大学・就職先の人によ

る評価 

１１月実施 

第16回 全国専攻

科大会  

オンライン集会 コロナによりオンラインによる集会に変更  

学生オンラインにて参加 

他関係学会での参

加・発表 

特殊教育学会・特別ニーズ教育学会で

の参加発表 

今年度は参加発表行いませんでした 

進路研究会の結成 社会福祉法人やNPO等の進路先や中等

部との連携を強化し外部への発信力を

高める 

各施設責任者への説明を図る 

 

・施設・設備の整備計画 

事  項 事業規模等 財  源 実施時期 備  考 

令和3年度 屋上プレハブ倉庫撤去 修繕費 自主財源 令和４年３月実施済 

 



 

・授業料変更等 

年 度 事    項 概    要 

令和３年度 施設設備費の変更 各学年で徴収する方法に改める 

 

・教職員採用・退職 

年 度 事    項 概    要 

令和３年度 非常勤講師1名退職・補充予定 3.31付非常勤講師退職 

 

・今後の課題 

耐震診断の結果、鉄筋コンクリートについて、全く劣化はなく部分的な補強対応可能の見込みである。 

問題は図面のない建物。 

 

・財務の概要 

経費を抑え可能な限り経営努力をして経営基盤の強化に努める。 

 

 

【ESA音楽学院専門学校】 

・主な事業の目的・計画及び進捗状況 

事項 概要 進捗状況 

楽器店及びリペア工

房への就職 

楽器構造及び音楽の歴史等の知識を深め・

リペア技術の習得を行う 

楽器店・リペア工房・楽器部品製造会社へ

就職 

演奏家の育成 演奏表現及び音楽の歴史等の知識を深め・

演奏技術の習得を行う 

短期大学へ進学 

本学科目履修生登録 

音楽隊への就職 演奏表現及び音楽の歴史等の知識を深め・

演奏技術の習得、公務員試験対策を行う 

消防音楽隊へ就職 

音楽留学を目指す 演奏表現及び音楽の歴史等の知識を深め・

演奏技術の習得、留学先で使用する言語習

得を行う 

コロナ禍により希望者なし 

一般就職 吹奏楽を学びながら一般職を目指す 教員登録・一般職就職 

自衛隊入隊 

 

・施設・設備の整備計画 

事  項 実施時期 備  考 

３階男子トイレ小便器修理 令和３年４月 事業計画のとおりに実施。 

４階５階 大雨被害修理 令和３年１２月～  

令和４年３月 

（事業計画外） 

７月に起きた大雨被害（雨漏り）の修繕を、授業に影響の

ない時期を選んで実施いたしました。 

２階合奏業ガラス扉撤去及

び鉄扉設置 

令和４年３月 （事業計画外） 

２階合奏場扉の解放口が狭く、演奏会等で大型打楽器を

搬出搬入する際に取り外していましたが、扉がガラス製

で危険なため、解放口の大きい鉄扉を設置いたしました。 

 



 

【福岡女子商業高等学校】 

・主な事業の目的・計画及び進捗状況 

事項 概要 進捗状況 

大学進学指導の拡充 ・より充実した小論文指導体制を構築し、

進学希望者への進路指導を徹底し、国公立

大学を含めた４年制大学への進学増を実

現する。 

・令和２年度よりスタディルームを整備し、

小論文指導を徹底したこと により、国公

立大学進学者を15名(のべ20名）輩出する

ことができた。 

ビジネスビューティ

ーコースの開始 

 

・「美の経営者を育てる」をコンセプトに

職業人としての資質、能力、マネジメント

力を身に着け起業意欲あふれた人材を育

成する。 

・ビジネスビューティールームを整備し、新

入生30名を迎える。 

学外連携の強化強化 ・社会で活躍している大人たちと接する

機会をつくり、長期的な視点でキャリア教

育を行う。 

・外部講師による講演会や起業家による経

営塾、アパレルブランドと連携した課外活

動や、映画製作に関わるプロジェクトなど

多くの機会を作り出すことができた。 

学校のＤX化 ・ICT環境を整備し、学習効率の向上、教

職員の業務効率化、保護者連絡の方法を改

善し、学校満足度を向上させる。。 

・全教室にプロジェクター設置、校務支援シ

ステム「BLEND」の活用により学習効率、業

務効率、生徒保護者満足度が向上した。 

広報活動の充実 ・パンフレット等の広報ツールを一新及

び、対象中学校の地域拡大、制服のリニュ

ーアル等で、生徒数を増やす。 

・広報活動の在り方を見直した年にTV局や

新聞、ラジオなどの取材も多々あり、認知度

が大きく向上した。入学者についても例年

に比べ大幅に増加できた。 

 

・施設・設備の整備計画 

 

 

事   項 事業規模等 事業費 実施時期 備   考 

トイレ改修 2か所、和式トイレを洋

式トイレへ変更 

3,130,000  8月 国庫補助 
（高機能化補助金） 

3分の1補助 

教室電子黒板 

プロジェクター設置 

全教室18箇所に電子黒

板湯用プロジェクターを

設置 

9,356,000 8月 国庫補助金 
（ICT教育設備整備費補助金） 

2分の1補助 

校内全照明 

LED化工事  

校内の全照明を蛍光灯か

らLEDに取替更新 

5,603,000 12月～1月   

空気清浄機設置 21台、コロナ感染対策

用、全教室に設置 

1,621,000 1月 コロナ関連補助金 
全額補助 

体育館暖房機設置 4台コロナ感染対策用 836,000  2月 コロナ関連補助金 
全額補助 

生徒用PCクロームブック 60台、更新用 2,308,000 3月 国庫補助 
（情報機器整備費補助金） 

2分の1補助 



（３）施設等の状況 

現有施設設備の所在地等の説明 

主な施設設備の状況は次の通りである。 

ア）土 地 

 

イ）建 物  

所在地 部門 専用面積 帳簿価額 

神奈川県横浜市西区桜木町 八洲学園大学 4662.19 ㎡ 261,880千円 

東京都新宿区新宿 八洲学園大学 1112.15 ㎡ 32,251千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等学校 683.93 ㎡ 32,960千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等学校 304.98 ㎡ 6,886千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等学校 1156.97 ㎡ 65,549千円 

大阪府大阪市中央区玉造 八洲学園高等学校 1145.17 ㎡ 109,942千円 

沖縄県国頭郡本部町字備瀬 八洲学園大学国際高等学校 2993.62 ㎡ 278,465千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等専修学校 1010.94 ㎡ 3,472千円 

大阪府大阪市天王寺区玉造元町 ＥＳＡ音楽学院専門学校 907.59 ㎡ 7,531千円 

福岡県那珂川市 福岡女子商業高等学校 10741.80 ㎡ 267,681千円 

東京都新宿区新宿 法人本部 90.90 ㎡ 6,650千円 

 

（４）その他 

   特に記載すべき事項はありません。 

 

 

所在地 部門 専用面積 取得価額 

神奈川県横浜市西区桜木町 八洲学園大学 838.40 ㎡ 658,288千円 

東京都新宿区新宿 八洲学園大学 162.00 ㎡ 300,552千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等学校 992.00 ㎡ 105,000千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等学校 327.00 ㎡ 72,000千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等学校 330.00 ㎡ 72,000千円 

大阪府堺市西区鳳中町 八洲学園高等学校 984.00 ㎡ 96,753千円 

大阪府大阪市中央区玉造 八洲学園高等学校 290.00 ㎡ 59,587千円 

沖縄県国頭郡本部町字備瀬礎摩原 八洲学園大学国際高等学校 21950.00 ㎡ 172,505千円 

沖縄県国頭郡本部町字備瀬礎摩原 八洲学園大学国際高等学校 1408.00 ㎡ 8,540千円 

沖縄県国頭郡本部町字備瀬礎摩原 八洲学園大学国際高等学校 724.00 ㎡ 4,380千円 

沖縄県国頭郡本部町字石川知場塚原 八洲学園大学国際高等学校 7275.00 ㎡ 28,366千円 

大阪府堺市西区鳳中町四丁 八洲学園高等専修学校 276.00 ㎡ 58,500千円 

大阪府堺市西区鳳中町四丁 八洲学園高等専修学校 836.00 ㎡ 50,400千円 

大阪府大阪市天王寺区玉造元町 ＥＳＡ音楽学院専門学校 261.93 ㎡ 47,337千円 

東京都新宿区新宿 法人本部 134.00 ㎡ 300,000千円 



３．財務の概要 

（１）決算の概要 

①貸借対照表の状況 

貸借対照表は、学園の財政状態の健全性、必要資産の保有状況について表示したものです。 

資産の合計は8,754,936千円で、前年度に比べ416,720千円の増加となり、負債の合計は250,258千円で、 

前年度に比べ36,910千円の増加となりました。 

結果、純資産の合計は8,504,678千円となり、前年度に比べ379,810千円の増加となりました。 

 
②収支計算書の状況 

ア）資金収支計算書 

資金収支計算書は、その年度の学園の諸活動に対応する全ての収入及び支出の内容を明らかにし、 

その年度における支払資金のてん末を明らかにしたものです。 

当年度の収入は3,205,827千円で、前年度の繰越支払資金4,076,975千円を加算すると、 

収入の合計は7,282,802千円となりました。 

当年度の支出は2,738,373千円となり、翌年度の繰越支払資金は4,544,429千円となりました。 

結果、翌年度の繰越支払資金は、前年度に比べ467,454千円の増加となりました。 

 
イ）活動区分資金収支計算書 

   活動区分資金収支計算書は、資金収支計算書に記載される資金収入及び資金支出の決算の額を、 

「教育活動」「施設整備等活動」「その他の活動」の三つの活動に区分し資金の流れを表示したものです。 

教育活動による資金収支差額は432,328千円となり、施設整備等活動による資金収支差額は△28,765千円、

その他の活動による資金収支差額は63,891千円となりました。 

結果、支払資金の増加額は467,454千円となりました。 

 
ウ）事業活動収支計算書 

事業活動収支計算書は、会計年度の事業活動収入及び事業活動支出を明らかにするとともに、 

基本金組入額を控除した会計年度の諸活動に対応する全ての事業活動収入及び事業活動支出の 

均衡の状態を明らかにしたものです。 

基本金組入前の当年度収支差額は379,810千円となり、基本金組入額△29,693千円を計上後の当年度収支

差額は350,117千円となりました。また、当年度収支差額350,117千円に前年度の繰越収支差額2,585,162

千円、基本金取崩額150千円を加算した結果、翌年度繰越収支差額は2,935,429千円なりました。 

 

（２）経年比較 

①貸借対照表                                   （単位 千円） 

科 目 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和2年度末 令和3年度末 

固定資産 4,277,553 4,324,504 4,282,378 4,164,150 4,087,961 

流動資産 3,312,129 3,504,041 3,808,342 4,174,066 4,666,975 

資産の部合計 7,589,682 7,828,545 8,090,720 8,338,216 8,754,936 

固定負債 0 0 0 0 0 

流動負債 233,388 217,443 214,159 213,348 250,258 

負債の部合計 233,388 217,443 214,159 213,348 250,258 

基本金 5,286,784 5,472,152 5,509,012 5,539,706 5,569,248 

繰越収支差額 2,069,510 2,138,950 2,367,549 2,585,162 2,935,430 

純資産の部合計 7,356,294 7,611,102 7,876,561 8,124,868 8,504,678 

負債及び純資産の部合計 7,589,682 7,828,545 8,090,720 8,338,216 8,754,936 



 

②収支計算書 

ア） 資金収支計算書 

（単位 千円） 

収入の部 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

学生生徒等納付金収入 1,125,405 1,240,169 1,252,609 1,364,199 1,492,213 

手数料収入 28,029 28,303 29,251 27,574 28,027 

寄付金収入 13,742 481 228 799 379 

補助金収入 435,037 342,202 280,739 243,559 280,660 

資産売却収入 0 0 0 0 0 

付随事業・収益事業収入 40,126 48,924 42,381 49,469 50,396 

受取利息・配当金収入 3,241 2,853 2,765 2,187 1,985 

雑収入 21,760 29,868 19,436 21,636 27,272 

借入金等収入 0 0 0 0 0 

前受金収入 101,152 95,237 112,438 108,213 128,307 

その他の収入 1,159,050 1,328,394 1,304,747 1,426,204 1,396,551 

資金収入調整勘定 △180,670 △219,366 △197,544 △177,093 △199,963 

前年度繰越支払資金 2,881,103 3,179,351 3,339,012 3,672,621 4,076,975 

収入の部合計 5,627,975 6,076,416 6,186,062 6,739,368 7,282,802 

支出の部 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

人件費支出 832,618 787,343 784,211 837,124 884,361 

教育研究経費支出 298,009 372,177 315,816 333,639 354,158 

管理経費支出 187,521 181,358 178,893 169,617 176,966 

借入金等利息支出 0 0 0 0 0 

借入金等返済支出 0 0 0 0 0 

施設関係支出 52,380 175,041 64,878 28,183 18,805 

設備関係支出 37,625 7,698 250 3,380 15,581 

資産運用支出 0 0 0 0 0 

その他の支出 1,073,189 1,237,132 1,178,078 1,298,978 1,300,348 

資金支出調整勘定 △32,718 △23,345 △8,685 △8,528 △11,846 

翌年度繰越支払資金 3,179,351 3,339,012 3,672,621 4,076,975 4,544,429 

支出の部合計 5,627,975 6,076,416 6,186,062 6,739,368 7,282,802 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 収支計算書 

イ）活動区分資金収支計算書 

（単位 千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

1,609,483 1,639,549 1,601,677 1,683,568 1,846,009

1,318,148 1,340,878 1,278,920 1,340,379 1,415,484

291,335 298,671 322,757 343,189 430,525

△ 16,367 △ 21,902 △ 7,605 33,458 1,803

274,968 276,769 315,152 376,647 432,328

28,533 23,263 0 661 7,723

90,004 182,739 65,128 31,563 34,386

△ 61,471 △ 159,476 △ 65,128 △ 30,902 △ 26,663

△ 10,656 △ 14,270 25,531 △ 2,102

△ 72,127 △ 173,746 △ 39,597 △ 30,902 △ 28,765

202,841 103,023 275,555 345,745 403,563

1,141,729 1,260,940 1,212,274 1,349,143 1,359,495

1,046,322 1,204,302 1,154,220 1,290,534 1,295,604

95,407 56,638 58,054 58,609 63,891

0 0 0 0 0

95,407 56,638 58,054 58,609 63,891

298,248 159,661 333,609 404,354 467,454

2,881,103 3,179,351 3,339,012 3,672,621 4,076,975

3,179,351 3,339,012 3,672,621 4,076,975 4,544,429翌年度繰越支払資金

　科　　目

教育活動による資金収支

施設整備等活動による資金収支

その他の活動による資金収支

その他の活動資金収支差額

支払資金の増減額（小計+
　　　その他の活動資金収支差額）

前年度繰越支払資金

小計（教育活動資金収支差額＋
　　施設整備等活動資金収支差額）

その他の活動資金収入計

その他の活動資金支出計

差引

調整勘定等

施設整備等活動資金収入計

施設整備等活動資金支出計

差引

調整勘定等

施設整備等活動資金収支差額

教育活動資金収入計

教育活動資金支出計

差引

調整勘定等

教育活動資金収支差額



 

② 収支計算書 

ウ）事業活動収支計算書 

（単位 千円） 

 

 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

1,125,405 1,240,169 1,252,609 1,364,199 1,492,213

28,029 28,303 29,251 27,574 28,027

12,994 481 228 138 379

407,252 318,939 280,739 243,559 272,936

14,044 21,789 19,414 26,462 25,182

21,760 29,868 19,436 21,636 27,272

1,609,484 1,639,549 1,601,677 1,683,568 1,846,009

832,618 787,343 784,211 837,124 884,361

372,797 446,505 395,959 412,988 438,006

192,199 186,025 181,742 171,802 178,693

0 2737 0 0 61

1,397,614 1,422,610 1,361,912 1,421,914 1,501,121

211,870 216,939 239,765 261,654 344,888

3,241 2,853 2,765 2,187 1,985

26,082 27,134 22,966 23,007 25,214

29,323 29,987 25,731 25,194 27,199

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

29,323 29,987 25,731 25,194 27,199

241,193 246,926 265,496 286,848 372,087

0 0 0 0 0

274,947 25,833 0 661 7,723

274,947 25,833 0 661 7,723

12 17,951 37 39,202 0

0 0 0 0 0

12 17,951 37 39,202 0

274,935 7,882 △ 37 △ 38,541 7,723

516,128 254,808 265,459 248,307 379,810

△ 292,949 △ 188,955 △ 38,546 △ 31,288 △ 29,693

223,179 65,853 226,913 217,019 350,117

1,822,038 2,069,510 2,138,950 2,367,549 2,585,162

24,293 3,587 1,686 594 150

2,069,510 2,138,950 2,367,549 2,585,162 2,935,429

1,913,754 1,695,369 1,627,408 1,709,423 1,880,931

1,397,626 1,440,561 1,361,949 1,461,116 1,501,121

学生生徒等納付金

教育活動収入　計

支
　
出

教育活動支出　計

　科　　目

人件費

教育研究経費

管理経費

徴収不能額等

事業活動収入　計

事業活動支出　計

教育活動外収支差額

経常収支差額

特
別
収
支

収
入

その他の特別収入

支
出

その他の特別支出

資産処分差額

特別支出　計

翌年度繰越収支差額

（参考）

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

受取利息・配当金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

特別収入　計

教育活動収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

特別収支差額

教
育
活
動
外
収
支

借入金等利息

資産売却差額

収
入

その他の教育活動外収入

教育活動外収入　計

支
出

その他の教育活動外支出

教育活動外支出　計

教
育
活
動
収
支

収
　
入



（３）主な財務比率比較 

（単位 ％） 

比率名 算  式 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 

人件費比率 
 人件費  

50.8 47.1 48.1 48.9 47.2 
経常収入 

教育研究経費比率 
 教育研究経費  

22.7 26.7 24.3 24.2 23.4 
経常収入 

管理経費比率 
 管理経費  

11.7 11.1 11.1 10.1 9.5 
経常収入 

学生生徒等納付金比率 
 学生生徒納付金  

68.6 74.2 76.9 79.8 79.7 
経常収入 

事業活動収支差額比率 
 基本金組入前当年度収支差額  

26.9 15.0 16.3 14.5 20.2 
事業活動収入 

基本金組入後収支比率 
 事業活動支出  

86.2 95.6 85.7 87.1 81.1 
事業活動収入-基本金組入額 

経常収支差額比率 
 経常収支差額  

14.7 14.7 16.3 16.8 19.9 
経常収入 

教育活動収支差額比率 
 教育活動収支差額  

13.1 13.2 14.9 15.5 18.7 
教育活動収入計 

純資産構成比率 
 純資産  

96.9 97.2 97.3 97.4 97.1 
負債+純資産 

流動比率 
 流動資産  

1419.1 1611.4 1778.2 1956.5 1864.9 
流動負債 

負債比率 
 総負債  

3.1 2.8 2.7 2.6 2.9 
純資産 

基本金比率 
 基本金  

99.8 100.0 100.0 100.0 100.0 
基本金要組入額 

 

 

（４）その他   

①有価証券の状況   

 区分 銘柄 数量 帳簿価額 時価 表示科目 

株式 ㈱神戸製鋼所 500 277,043円 295,500円 有価証券 

株式 南海電気鉄道㈱ 6,200 4,850,460円 14,650,600円 有価証券 

計 6,700 5,127,503円 14,946,100円  

 

②寄付金の状況 

寄付金の種類 寄付者 金額 摘要 

一般寄付金 卒業生他 379,194円 八洲学園大学 福岡女子商業高等学校 

 

 

 



③収益事業の状況 

駐車場業及び不動産賃貸業を行っており、その状況は次のとおりである。 

（単位 千円） 

 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

流動資産 8,083 8,158 8,244 7,963 24,665 

固定資産 188,987 184,118 179,317 174,574 189,369 

資産合計 197,070 192,276 187,561 182,537 214,034 

流動負債 8,155 7,119 6,532 6,494 23,368 

固定負債 0 0 0 0 0 

負債合計 8,155 7,119 6,532 6,494 23,368 

純資産合計 188,915 185,157 181,029 176,043 190,666 

負債・純資産合計 197,070 192,276 187,561 182,537 214,034 

 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

売上高 45,790 47,379 51,520 47,879 48,179 

販売管理費 50,519 51,737 53,595 50,494 50,428 

営業外損益 0 0 0 0 0 

当期純損益 △4,729 △4,358 △2,075 △2,615 △2,249 

 

④関連当事者等の取引の状況 

ア）関連当事者  イ参照 

イ）出資会社（学園が2分の1以上の出資をしている会社） 

会社等の名称 事業内容 資本金等 出資割合 取引の内容 人事上の関係 

株式会社ドードス 学習塾 10百万円 100％ － 
役員1名 

取締役を兼務 

株式会社ＳＯＢＡエデュケーション 情報サービス 60百万円 50％ 支払額   3331万円 
役員1名 

取締役を兼務 

学校運営機構株式会社 
経営コンサル

ティング 
31百万円 96.7％ 

受入額    302万円 

支払額   2815万円 

貸付金  15700万円 

役員1名 

取締役を兼務 

株式会社イノーヴインタラクティブ 情報サービス 30百万円 100％ 
受入額    120万円 

支払額   2121万円 

役員1名 

取締役を兼務 

 

 

 

以 上 


